
秋
甲

本
荘

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
本
荘
市
出
戸
町
字
尾
崎

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
本
荘
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
長
谷
川
潤

一
・
土
田
房
貴

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
荘
城
は
、
最
上
義
光
の
白
利
郡
拝
領
後
の
慶
長

一
七
年

（
三
全

一
じ
頃
、

由
利
地
方
の
拠
点
と
し
て
楯
岡
満
茂
が
築
城
、
そ
の
後
六
郷
氏
の
居
城
と
し
て

廃
藩
ま
で
機
能
し
た
。
本
調
査

は
、
本
荘
公
園
整
備
事
業
屋
内

プ
ー
ル
建
設
に
伴
い
、　
一
人
世

紀
初
頭
以
降
、
三
の
丸
で
あ
っ

た
区
域
の
北
西
部
で
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
主
に

一
人
世
紀
初

頭
以
降
の
複
数
の
層
で
多
数
の

廃
棄
遺
構

（土
坑
）
や
水
溜
状

遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
史

(本 庄)
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料
な
ど
か
ら
付
近
に
奥
御
殿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
て
、
日
常
生
活
に
伴
う
廃

棄
遺
構
の
存
在
か
ら
そ
の
台
所
が
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

木
簡
は
現
在
整
理
中
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
三
九
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

付
札
状
の
も
の
の
他
に
、
絵
ま
た
は
記
号
ら
し
き
墨
痕
の
あ
る
板
材
な
ど
多
岐

に
及
ぶ
。　
一
点
は
水
路
を
伴
い
側
板
に
よ
っ
て
囲
わ
れ
た
水
溜
状
遺
構
か
ら
、

そ
れ
以
外
は
隅
九
長
方
形
や
不
定
形
の
廃
棄
遺
構
群
か
ら
肥
前
系
陶
磁

（椀
。

皿
・
橋
鉢
な
ど
）

・
土
器

（皿
・
風
炉
・
焼
塩
壺
な
ど
）

・
木
製
品

（箸
・
柄
杓
な

ど
）
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

水
溜
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
四
〇

⑪
　
。
「
ｏ
六
郷
伊
賀
守
荷
物
庄
司
善
九
郎
預
」

。
「
ｏ
　

　

辰

二
月

十

五

日
　

　

　

　

　

」

　

∞
ｏ
反

⇔
斐

Ｓ

ｏ
Ｆ

廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
三

一
〇

②

　

「
ｏ
御
膳
所
御
用
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐの契
∞妥
ω
Ｐ
牌

廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
二

一
一
〔会
力
〕

①
　
。
「
ｏ
飯
田
□
左
衛
門
様
　
□
惣
」

〔会
力
〕

。
「
ｏ
飯
田
□
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
Ｐ∞契
∞泉
∞
宝
Ｐ

廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
三
二
五

ぃ

　
　
「桐

悧

鵬
朧

榊
観

門
殿

　
江

夢
継

麟
雄

徹

門

」
艦
や
×
伽∞
×
ト

廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
三
二
五

□儀
□候

【

働
　
。
「今
晩
何
之〔分
力
〕

名
今
晩
何
□
今
回
回
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
卜Ｎ反
∞実
Ｐ

廃
葉
遺
構
Ｓ
Ｋ
三
四

一
〔角
と

　

　

　

〔十

人

力
〕

⑥　
。「一春慶鯛勃抑概淋内
　口
×

。
「＝

廿

＝

廿

高
橙
日
日
Ｈ

Ｈ
Ｈ
回
　
　
　
　
　
　
　
（〕こ
溢
受
ｏ

廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
三
六
四

。　
。「縮蘇飢協綸
門様

名
本
□
口
拾
丸
与
利

□
印

カ

和
作泉

〇
岸
Ｏ

屋兵
衛
」」　　　　　　　　　　　　解⇔⇔〉〈∞卜〉〈∞

　
〇騨騨



廃
棄
遺
構
Ｓ
Ｋ
三
六
三

①　
名
樵
酔
酔
酢
酔
也ヵ〕
」
酔
肥
士
□
□

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的哨
日
翌
仁
［
□
日
召
凹
　
　
　
　
（］ｏｅ
×
ド∞
×
卜
　
ｏＯ∞

①
は
水
溜
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
四
〇
底
面
か
ら
出
土
し
た
。
庄
司
善
九
郎
は
、

『本
荘
藩
分
限
帳
』
で
高
二
〇
俵
の
藩
士
、
親
子
二
名
が
確
認
さ
れ
、
六
郷
伊

賀
守
は
藩
主
六
郷
政
長
、
「辰
二
月
」
は
延
享
五
年

（
一
七
四
人
）
と
推
定
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｘ
三
四
〇
覆
土
に
は

一
七
世
紀
代
の
磁
器
が
含
ま
れ
、
検
出

面
か
ら
も

一
人
世
紀
中
葉
ま
で
は
下
ら
な
い
と
見
ら
れ
る
の
で
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

②
は
食
器

・
調
理
具
類
な
ど
が
最
も
多
く
出
土
し
た
遺
構
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
、
物
品
の
所
属
を
記
し
た
札
と
考
え
ら
れ
る
。
検
出
層
位

・
共
伴
遺
物
に

よ
り

一
人
世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

①
に
は
宛
先
も
し
く
は
所
有
者
と
み
ら
れ
る
人
名
が
表
裏
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。　
一
人
世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
江
戸
屋
敷
か
ら
国
許
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
人
名
は

『本
荘
藩
分
限

帳
』
で
そ
れ
ぞ
れ
世
襲
さ
れ
た
複
数
名
が
確
認
き
れ
、
い
ず
れ
も
上
級
藩
士
で

あ
り
、
在
府

。
国
許
間
に
お
け
る
要
人
同
士
の
や
り
と
り
を
示
し
て
い
る
が
、

具
体
的
内
容
の
記
載
は
無
い
。
検
出
層
位
及
び
人
名
か
ら

一
人
世
紀
前
半
頃
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑬
は
長
大
な
が
ら
ご
く
薄
い
材
を
用
い
て
い
る
。
表
面
の
最
後

一
文
字
及
び

裏
面
の
最
後
二
文
字
は
書
き
手
の
略
号
で
あ
ろ
う
か
。　
一
人
世
紀
半
ば
頃
と
考

え
ら
れ
る
。

⑥
は
上
端
の
一
部
と
下
端
が
久
損
し
、
裏
面
は
腐
朽
が
激
し
く
、
墨
書
の
遺

存
状
況
は
よ
く
な
い
。
収
納
ま
た
は
貢
進
に
関
し
た
札
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
人

世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

０
は
商
人
か
ら
藩
士
二
名
に
宛
て
た
も
の
で
、
斎
藤
貞
七
は

『本
荘
藩
分
限

帳
』
で
世
襲
さ
れ
た
複
数
名
が
確
認
さ
れ
る
。
裏
面
に
用
件
が
記
さ
れ
て
い
る

と
推
定
さ
れ
る
。
検
出
層
位
に
よ
り

一
人
世
紀
前
半
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
刀
形
を
呈
し
て
い
て
、
本
調
査
で
は
唯

一

の
も
の
で
あ
る
。
両
面
と
も
刃
と
鏑
が
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
刃
先
に
は
切
り
込

み
に
よ
る
刃
毀
れ
状
の
表
現
が
あ
る
。
表
面
に
は
人
名
ら
し
き
記
載
が
み
ら
れ

る
が
、
裏
面
上
部
は
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
検
出
層
位
か
ら

一
人
世
紀
前
半

以
前
と
推
定
さ
れ
る
。

釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
本
荘
市
史
編
さ
ん
室
の
今
野
喜
次
氏
の
ご
教
示
を
得

た
。

（長
谷
川
潤
一
）
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